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小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり

豊寿園ふれあいワークキャンプ



平成29年度　収支決算

収入
42,139,430

支出
42,139,430

補助金
6,172,800

人件費
22,038,309

会費　2,687,800
寄付金
1,808,308

（単位：円）

助成金
1,380

〈支出の部〉〈収入の部〉

受託金
13,643,120

事務費　5,500,404

事業費
1,622,830

助成金・負担
金2,327,940

固定資産取得
1,960,249

その他
3,251,490

その他その他その他
8,875,9838,875,9838,875,983

前年度繰越金
5,377,414

事業収入
201,000

受取利息
配当金
3,190

共同募金配分金
3,329,435

利用者
負担金
39,000

当期年度末
残高
5,438,208

平成30年度　収支予算

収入
44,579,000

支出
44,579,000

補助金　5,241,000

人件費
22,846,000

会費　2,685,000
寄付金
400,000

助成金
10,000

〈支出の部〉〈収入の部〉

受託金
16,266,000

事務費
9,718,000

事業費
3,756,000

助成金・負担
金2,137,000その他

2,093,000

前年度繰越金
3,767,000

事業費
226,000

利用者
負担金
128,000

受取利息
配当金
6,000

共同募金配分金
3,005,000

平成30年度　事業計画

重点推進項目
　①相談支援業務の強化
　②生活支援コーディネーター事業の推進
　③経営基盤の強化（財源確保・職員育成等）の取り組み
　④小豆島町社会福祉大会の開催

　平成 30 年度では、平成 25 年に出された地域福祉推進委員会報告書を基盤として、
新規事業についての検討を行います。そのためにも、職員のスキルアップが必要です
ので、積極的に研修会に参加するとともに、業務を通しての知識の習得に努めます。
また、広報活動の強化では、社協事業に関心をもってもらえるような「ふくしだより」
の紙面づくりを行っていきます。

予備費　6,122,000

活動基金
取崩
10,752,000

配食サービス
（小豆島町）

小豆島町社会福祉協議会
平成29年度事業報告及び収支決算報告
平成30年度事業計画及び収支予算

その他の運営協力 小豆島町共同募金委員会・民生委員児童委員協議会・老人クラブ連合会

福祉機器貸出 必要な方 13件車いすの貸し出し
返却時に消毒料要

高齢者世帯 利用者数 64人
延 5,340 食

週 3回（月・水・金）
要利用料

一人暮らし高齢
者を励ます会

77歳以上の一人暮らし
の方

夏    208 人
冬    175 人

食事会等をして交流会を開
く

香川おもいやり
ネットワーク

必要な方 県全体で社会福祉施設、社協、民生委員などが連
携し、総合相談、支援事業、人材育成を行った

広　報　活　動 年 2回、ふくしだより発行

生活支援コーデ
ィネーター

高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもって在宅生活を継続していくために、
必要なサービス提供体制を構築していく

防水シーツ配布 在宅で寝たきりの方 配付人数 56人無料配布

生活支援サービス
（小豆島町）

事業対象者や要支援・要
介護認定を受けている
方

利用者数 50人
延 1820.2 時間

週1回1時間程度の買い物、
掃除など軽微な日常生活支
援    要利用料

地域ボランティ
ア活動推進

4月ごろ　ボランティアと施設入所者とのお花見交流
8月ごろ　中学生が施設でボランティア活動の一環と
して入所者と触れ合うワークキャンプ

参加者 31 人
参加者 20 人

生活困窮者自立
相談支援
　（香川県）

町内在住の生活困窮者
の方

生活保護に至る前の段階の
自立支援策の強化に向けて
状況に応じた支援

相談件数 11件
プラン作成 4件

介護相談員派遣
事業

サービス提供事業者

低所得世帯・障がい者世
帯・高齢者世帯

聞き取りにより、サービス利用者の疑問や不満、
不安を解消するとともに、サービスの向上を図る

生活福祉資金貸付
（香川県社協）

安定した生活が送れるよう
に資金貸付と相談・支援

相談件数 22件
貸付件数 5件

認知症高齢者や障がい者
（知的障害者・精神障害
者）等で、判断能力が不
十分な方

日常生活自立支援
（香川県社協）

福祉サービスの利用手続き
や金銭管理のお手伝い
要利用料

現在利用者数 14人
支援回数 323 回

どなたでも心配ごと相談 毎月、第 2 第 4 火曜日に、日
常生活における心配ごとの
相談に応じ、助言や専門機
関へ紹介　朝の放送で周知

相談日数 24 日
相談件数 28 件

対象者 概　要 年間実績等事業名
（事業主体）

絆バトン・命の
笛配付

75歳以上の方 絆バトン…緊急連絡先や持病などの医療情報、か
かりつけの医療機関など記入したものを冷蔵庫に
保管する。救急車を呼んだときに役立つ
命の笛…普段から身に着けておき、助けや応援を
必要とするとき、笛を吹く       １個500円

事業報告
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四
月
十
一
日
、
中
山
の
殿
川
ダ
ム
公
園
で
、
お
花
見
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
五
年

に
始
ま
り
、
今
年
は
二
十
六
回
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
の
桜
の
便
り
は
、
例
年
よ
り
早
く
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
豆
島
に
お
い
て
も

予
想
ど
お
り
開
花
は
早
く
、
当
日
は
桜
の
花
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
方
々
が
、
心
一
つ
に
協
力
し
あ
い
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
豊
寿
園
の
支
援
相
談
員
さ
ん
の
お
話
で
は
、
施
設
内
で
の
生
活
に
限
ら
れ
て
お
ら
れ
る

方
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、
お
花
見
は
、
桜
の
花
や
木
々
を
観
賞
す
る
こ
と
で
春
の
陽
気
を

感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
脳
に
数
多
く
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
普
段
何

気
な
い
景
色
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
で
、
大
き
な
気
分
転
換
に
な
り
、

日
々
の
生
活
も
活
気
あ
る
も
の
に
変
わ
る
。
外
の
空
気
に
あ
た
り
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

健
康
に
よ
い
面
も
あ
り
、
職
員
以
外
の
多
く
の
方
と
の
出
会
い
、
交
流
の
場
に
な
り
ま
す

と
の
こ
と
で
、
大
変
有
益
な
行
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
、
入
所
、
通
所
者
、
職
員
、
家
族
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
約
九
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
歌
や
踊
り
の
披
露
、
今
年
は
せ
い
け
ん
じ
こ
ど
も
園

の
園
児
た
ち
の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
そ
し
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
昼
食
、
午
後
は
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
豊
寿
園
体
操
や
総
踊
り
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
降
雨
の
た
め
中
止
さ
れ
、
残
念
で
し
た
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
声
か
け
を
す
る
と
、
笑
顔
に

な
り
、
お
話
を
す
る
と
、
最
後
に
は
「
あ
り
が
と
う
」

と
、
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
、

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と

で
自
分
自
身
が
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
今
後
も
微
力
で

す
が
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　命の笛は、笛を吹いて助けを求めるものです。
　しかし、首から掛けている方は少ないのが現状です。また、
命の笛を知らない人が聞いてもわからない場合があるので、
地域への周知が必要になります。
　ある地域では、助けを求めている人の代わりに、元気な人
が吹いて知らせるように告知板に「命の笛」を吊すことを検
討しています。

　絆バトンは、通院している病院や、服用している薬、病名などの情報を書き、
冷蔵庫等に保管しておくものです。しかし、記入漏れや変更事項が記入されて
ないこともあります。
　緊急の場合早く処置ができるので、絆バトンの情報を確認して下さい。

　

救急車を呼ぶときに局番は不要です。
１１９番で本署へつながります。

命の笛・絆バトンの活用について

豊
寿
園
の
お
花
見
に
参
加
し
て

西
蒲
生
民
生
委
員
児
童
委
員
　
三
　
木
　
洋
　
子
　

　
小
豆
島
町
で
は
、
共
同
募
金
の
助
成
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
と
し
て
、
障
が

い
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
小
豆
島
町
身
体
障
害
者
協
会
の
会
員
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の

特
別
支
援
学
級
に
通
う
児
童
・
生
徒
、
町
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
者
が

参
加
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
毎
年

２
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
競
技
は
、
ボ
ー
ル
運
び
や

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
パ
ン
く
い
競
争

や
風
船
割
競
争
な
ど
、
障
が
い
が

あ
っ
て
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、障
が
い
の
種
類
や
程
度
、

年
齢
の
枠
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
続
け
、
障
が
い
者
の
「
ふ
れ
あ

い
」
を
促
進
し
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈共同募金助成事業の申請から助成決定までのながれ〉

各種団体申請書提出

第1回審査委員会

地域の福祉団体等から助成申請（5月頃）

申請を基に助成計画を立て、助成事業に必要な
目標額を決める。（6月頃）

事業内容、助成額等を審査 (継続 3年で見直し）

目標額を決定「計画募金」

集まった募金額を基に審査（2月頃）

募金額の 7割は地域・3割は広域での活動や
災害時の備えに使われる。

助成
事業

◆健康づくり事業　　◆高齢者友愛訪問
◆身体障がい者自立支援事業　　◆高齢者いきがいづくり事業
◆先駆的・開拓的活動支援事業　他

※申請書は、小豆島町社会福祉協議会　事務局でお渡しできます。
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特
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支
援
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通
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児
童
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生
徒
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町
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
者
が

参
加
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
毎
年

２
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
競
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、
ボ
ー
ル
運
び
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ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
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、
パ
ン
く
い
競
争

や
風
船
割
競
争
な
ど
、
障
が
い
が

あ
っ
て
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、障
が
い
の
種
類
や
程
度
、

年
齢
の
枠
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
続
け
、
障
が
い
者
の
「
ふ
れ
あ

い
」
を
促
進
し
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈共同募金助成事業の申請から助成決定までのながれ〉

各種団体申請書提出

第1回審査委員会

地域の福祉団体等から助成申請（5月頃）

申請を基に助成計画を立て、助成事業に必要な
目標額を決める。（6月頃）

事業内容、助成額等を審査 (継続 3年で見直し）

目標額を決定「計画募金」

集まった募金額を基に審査（2月頃）

募金額の 7割は地域・3割は広域での活動や
災害時の備えに使われる。
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苦情解決体制
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材　料

社協掲示板社協掲示板（福祉のまちづくりに関する話題を集めました）

●サロン活動　　●元気の源　　●レシピ紹介

小豆島ライオンズクラブ

　　　　●車イス　1台　
　福祉機器貸出事業に活用
　させていただきます。

小豆島素麺協同組合

　　　　　　　●素　麺
　NPO法人フードバンク
　香川と小豆島町、土庄町
　両町社協に寄付としてい
　ただきました。
　フードバンクに活用させ
　ていただきます。

善意の寄付

小豆島ライオンズクラブ

小豆島素麺協同組合

さつまいものいがぐり揚げ

さつまいも………400ｇ
卵…………………1個
そうめん…………4束
砂糖………………大さじ 5

作り方

塩…………………小さじ 1/4
小麦粉……………少々
オリーブ油………適量
（揚げ油）

1 さつまいもの皮を厚めにむき、大きめの乱切りにし、水にさらす。

5 だんごに小麦粉をまぶし、卵白をほぐした中につけてから、そうめんを小さく折ったものをまぶす。

2 蒸して温かいうちに裏ごしする。
3 卵黄に砂糖・塩を混ぜ合わせる。

6 油（200℃）で、そうめんがきつね色になるまで揚げる。

4 2に3を混ぜ、直径3㎝くらいのだんごにする。

（小豆郡生活研究グループ）
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